
  

第１７回長沼町一体型義務教育学校開校準備委員会　会議録 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅰ．日　時 令和 8 年６月２５日（木）　１８：００～１８：５５
 Ⅱ．場　所 長沼町役場　３階　第１・２会議室
 

Ⅲ．参集者
委　員　１０名 

事務局　　７名
 Ⅳ．議事内容
 １．開　会 小林課長
 　２．議　題 三浦委員長が議長となり議事を進行。 

（１）住民説明会の開催結果について 

事務局から以下、内容を説明。 

５月２２日に開催した、「中間答申に関する住民説明会」の概要

について説明し、会場内で出た主なご意見等について共有した。

 （２）地域開放の在り方について 

事務局から以下、内容を説明。 

　地域開放の在り方にかかわり、①地域開放の利用のイメージ、②

地域開放の利用に関する基本方針の２点についてグループ協議を

実施。 

　グループ協議で出た意見については、事務局でとりまとめの上、

今後の基本方針案の策定に向けて、引き続き、審議を進めることと

した。
 （３）各部会の報告について 

　　第２回中間答申に添付した第１部会、第２部会の資料をもとに、

三浦委員長から現在の進捗状況及び今後の予定について説明。 

　　７月に予定されている小中一貫教育合同研修会において、各部

会での検討が一層進むことから、次回以降の会議で内容について

報告を予定。 

 　３．その他 次回の会議については、７月下旬を予定。

 ４．閉　会 三浦委員長



 

■各議題にかかる質疑応答一覧 

 

○議題（１）住民説明会の開催結果について 

 

質疑なし 

 

○議題（２）地域開放の在り方について 

 

①地域開放の利用イメージについて 

 

A グループ 

基本的な利用の流れについては事務局案のとおりでよい。一方、部活動と一般開

放利用が重複する時間帯が出てくるため、その際には部活動の担当教員が、子ども

たちが教室等を出たことを確認して、ドアを閉めるというような細かい調整が出て

くると思う。土日の部活動や平日の放課後の部活動において、生徒や利用者の動線

の整備が必要であり、実際の運用については試験してみないとわからない。 

また、予約システムがどのようなものか明確ではないが、電話して予約ができる

のか、何日前、何時間前なら対応できるのかも含め、予約状況について一元管理が

でき、学校と共有できるとよい。 

現在、スポーツセンターで部活動を行っているが、新校舎の供用開始後において

は、基本的に学校で部活動が行われ、スポーツ団体はスポーツセンターが利用しや

すくなることから、学校の部活動を優先してもらえるとよいのではないかと思う。 

 

B グループ 

　予約方法について、インターネットの予約が前提となっているのであれば、イン

ターネットが利用できない方々に対してはどのような対応をするのか。 

平日の利用時間が１７時から２１時ということについて、一般の利用者からする

と、やや使いづらいと思われることから、前回会議において、平日の日中利用につ

いて試験運用が必要であるとの話が出たと思うが、試験運用期間における検証が必

要である。 

安全面については、小学生が中休みに外で遊ぶ場合、地域の方が自由に学校敷地

内に入れることを想定すると、安全が確保されるのか心配という意見があった。 

 

C グループ 

　予約するためのシステムを活用することについてはよいと思うが、予約日時の状

況を学校側と共有する必要がある。 

　また、学校の教育活動で使っている物品の管理については、紛失などがないよう

施錠管理も含めて検討する必要がある。 

　併せて、利用時間については、１７時に中学校の部活動が終わるが、地域開放が

１７時から始まると、利用の切り替えの時間を取ることができないので、開放時間

を遅らせるか、部活動の時間を３０分短くするのか検討する必要がある。 

　なお、土日の日中に開放する場合は、部活動と一般利用が並行して行われるとき

に、施錠されない箇所が出てくる可能性があり、子どもたち側の動線について考慮



する必要がある。 

 

②地域開放利用にかかる基本方針の考え方について 

 

A グループ 

週末の部活動と学校開放について、活動の時間が重複することは、学校の立場で

考えるとできるだけ避けたほうがよいと思っている。現状では、中学校の部活動は

週末の場合、土曜日の朝９時から午後３時の間で活動することが多いことから、地

域開放の利用は、土曜日については午後３時半から夜まで、日曜日については朝９

時から夜９時までとすることが、学校関係者としては鍵の施錠管理も含めて安心で

ある。 

地域開放利用における屋内体育館の開放について、スポーツ団体が新しい学校を

使いたいということはあると思うが、基本的にはスポーツセンターを使っていただ

き、学校の部活動を優先していくことがよいのではないか。 

次に、料金設定の検討については、実費相当ではなく、１時間や半日単位での設

定を検討してはどうか。 

また、備品の管理については、破損などにより教育活動に支障が出ることが考え

られるため、利用者への説明や配慮が必要になってくると思う。 

 

B グループ 

【質疑】 

　屋外グラウンドの朝の利用時間について、午前５時から午前７時までの利用時間

を想定しているが、これはどのような理由で設定しているのか。 

屋外グラウンドも学校の施設ということで、そこには管理する人がいなければな

らないのではないか。 

　 

事務局 

　屋外グラウンドの朝の開放時間については、現行の町立学校の施設の開放に関す

る条例施行規則に準じて、事務局案として設定したところである。 

　屋外グラウンドの管理等については、いただいたご意見も踏まえながら検討して

いきたい。 

 

【意見】 

　開放する教室等について、音楽室や技術科室、美術室、家庭科室などがあるが、

例えば、家庭科室を土日に開放した場合、コンシェルジュの方が備品を管理できる

かという問題が出てくると考える。 

　一般の方が利用する際の備品管理について十分検討する必要があると思う。 

 

C グループ 

　地域開放利用に当たって、関係団体との調整会議について、どのくらいの数の団

体が参画し、どのくらいの時期に行うのかという話があった。中学校の部活動では

土日の日程を１年くらい前から固めることが想定される。おそらく、スポーツセン

ターも１年前くらいから年間の計画について、各団体と調整していると思われ、調

整については大変になるという意見があった。 



　グラウンドの開放については、詳しくは決まっていないと思うが、一般の方が学

校敷地に簡単に入ることができる状況になってしまうと思う。 

　また、セキュリティの関係で学校活動と地域開放を両立するためにはどうすれば

よいかということについて、学校としては、安全対策を徹底したいという考えがあ

り、地域開放と学校活動がなるべく重ならないないようにしたいと思うが、一方で

地域の方々が使えるよう、学校を開いていかなければならないところもあるので、

検討が必要である。 

　なお、利用時間について、中学校の部活動の地域展開が進んでいく中で、地域ク

ラブの活動を学校で実施するとなったときには、活動時間が変わっていくこともあ

るので、それらを含めた検討も必要である。 

 

○議題（３）各部会の報告について 

 

質疑なし


